
1 

 

本部 計画課 

施設整備計画について 

 

１．施設整備計画 

企業団においては、人口減少社会の到来に伴い給水収益が減少していくことが懸念

されるなか、⾼度成⻑期に整備された浄水場や基幹管路等の⽼朽化が進みつつある。 

こうした施設の更新には莫大な費用が必要であり、将来需要に見合った施設の再配

置、効率的な再投資、計画的な更新をしていくことが求められている。 

これらの課題を解決するために施設整備計画が作られており、広域化による運営基

盤の強化を早期かつ確実に実現することを目標としている。 

施設整備計画は、平成 29 年 8 月に作成され、平成 30 年度の事業開始から令和９年

度までの 10 年間を対象とした計画となっている。 

 

施設整備計画は広域水道整備、経年施設更新整備、その他建設改良を柱に構成され

ている。 

 

① 広域水道施設整備 

水道施設の効率的な維持・管理・運営等を行い水道事業の基盤を強化するとと

もに、円滑な水融通等を行っていくため、連絡管の新設や浄水場の機能強化等の

必要な施設整備を行うもの。 

広域水道施設整備の基本的な考え方は、香川用水や自己水源を水利権水量の範

囲で効率的に活用するほか、施設能力や配水区域等を勘案し、合理的・経済的な

施設は継続し、統合等により整理できる浄水場等は、整備の進捗を見ながら、運

用を休止または廃止を行うこととしている。 

 

【主な対象工事】 

・東部浅野線導水管新設工事 

東部浄水場（旧県営水道）と浅野浄水場（旧⾼松市）の間の導水管新設

工事 

・前山門入線導水管新設工事 

さぬき市内の浄水場統廃合に伴う導水管新設工事 

・御殿配水池築造工事 

御殿浄水場の配水池更新に合わせた、配水池の機能強化および給水エリ

ア拡大工事 

 

 

議題（２）③ 
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当初計画では水道施設等の効率化により、将来的に配水量の多い主要な浄水場

71 施設を 38 施設に統廃合するイメージとしていたが、具体的な統廃合計画につ

いては、近年の香川用水の取水制限頻発化を踏まえ、より小規模な浄水場も統廃

合計画に含め、渇水時のリスク分散への配慮や既存施設の施設能力、更新状況、

水源となる井⼾の揚水実績等、さらに詳細な調査・検討を行うとともに、構成団

体である市町等と情報共有を図りながら慎重に進めていくこととしている。 

 

② 経年施設更新整備 

⽼朽施設や⽼朽管等の経年施設の更新・耐震化を進めていくもの。 

更新需要のピーク時期や規模を踏まえ、施設区分ごとに更新基準を設定し、施

設の重要度や優先度、事業の平準化を考慮した更新・耐震化整備事業計画を策定

し、計画的に実施している。 

統合等により整理できる施設等は休止または廃止するとともに、運営する施設

の機能を効率的に活用することにより、更新需要を抑制していくこととしてい

る。 

 

③ その他建設改良 

 新設や経年更新に該当しない更新整備等であり、原則、法定耐用年数を超過し

ていない管路が下水道および道路関連事業に伴い支障移転する工事を含むもので

ある。 

 

２．課題 

人口減少に伴う給水人口の減少が進むなか、頻発する渇水や災害等、危機管理への

配慮がさらに求められる社会状況となっているが、⽼朽施設は時間の経過とともに増

加を続けており、水道事業の継続にとって厳しい時代を迎えつつある。 

施設整備計画については、令和 2 年 11 月に計画の見直しを実施し、その後も財政

収支計画を踏まえた計画のローリングを毎年実施しているところであるが、前述のよ

うに社会状況は年々激しさを増しており、中⻑期的な計画の見通しを立て難くなって

きている。 

 

３．今後の取組 

引き続き自己水源、導水・送水ルートの再検討等により効率的、経済的となるよう

に見直し作業を進め、より現状に合致し、限られた予算で最大限の効果が得られるも

のとするため、令和４年度以降についても引き続き計画のローリングを行いながら令

和 10 年度の料金統一に向けた次期計画の作成を進めていく。 


